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研究課題名 単一生細胞成分の経時的ナノ分析：機能分子の採取・同定・注入法の開発

研究の概要等 本研究課題では従来当研究室で培ってきた原子間力顕微鏡（ ）を使用するタAFM

ンパク質ナノ力学法による単一分子操作法を基盤として、新たに生細胞を対象とす

る細胞手術法を開発し、その応用として、細胞内への遺伝子 をはじめとするDNA

機能分子の注入と、細胞内からの 、タンパク質、 の採取と同定法の開発mRNA DNA

を行うものである．従来行われているマイクロピペットを使用する方法と比較する

と、培養細胞を生かしたまま経時的に や膜タンパク質の採取、同定が可能でmRNA

あるため、単一生細胞の生理的・生化学的分析を経時的に行うことが可能である．

本方法の開発により、従来動物実験に頼ってきた医薬試験の多くを細胞レベルの

試験で置き換えることが可能となるので、動物ではなく人間の細胞を使用したより

精度の高い医薬試験が可能となる．また、再生医療分野では幹細胞を使用した臓器

再生が大きな話題となっているが、本方法が完成すれば、幹細胞培養の初期時点で

の細胞手術により新しい遺伝的性質を付与しした細胞をつくり、ここから臓器再生

培養をすることによりもとの幹細胞の遺伝的欠陥を補った臓器を再生することが可
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